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　 電卓は利用可．携帯電話等を電卓代わりに利用することは不可

�� 図のようにはりに荷重が加わっている．以下の問に答えよ．ただし，ヤング率を �，断面 �次モー
メントを � ，断面係数を � とする．
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これらを図示ずると右のようになる．
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��� 危険断面の位置はどこか，点�からの距離として答えよ．��点�

前問から曲げモーメントの絶対値の最大値は， 
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したがって危険断面の位置は 
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��� このはりに働く最大曲げ応力を求めよ．��点�

曲げモーメントの絶対値の最大値は， 
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たわみの微分方程式は，以下のようになり，順次積分すると
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これらをまとめると，たわみ曲線は以下のように求められる．
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��� 点 � のたわみを求めよ．��点�

点 �は 
 	 � の位置であるから，前問のたわみ曲線において
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これより，たわみの絶対値が最大になるのは ��
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�� 外径 
 ，肉厚 � の円形断面のパイプの断面 �次モーメント，断面係数を求めよ．ただし肉厚は外
径に比べて充分薄いものとする ���
 		 � �．���点�

外径 
 の中実円柱の断面 �次モーメントは 
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�� 図に示す片持ちはりがある．このはりを引張り強さ �� 	 "����� の材料を用い，長方形断面と
して製作する．安全率 � を " として，はりの幅 � を �"�� とするとき，はりの高さ � を定めよ．
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曲げモーメントの最大値 ���� は点 
に生じ，その値は
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最大応力 ���� が許容応力 �� 	 ���� 以下であれば良いから
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�� 講義の感想，コメントなど自由に（採点には無関係！）


